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火気器具等の取扱いについて 

 

① 火気器具の近くには、燃えやすい物を置かない。 

② 火気器具を使用中は、絶対にそばを離れない。 

③ 火気器具は、安定した不燃性の床、台又は板（不燃性のボード、石

こうボード等）の上で使用する。 

④ 火気器具の取扱説明書をよく読み、記載内容に基づき使用する。 

① 火気器具を使用する露店等には、消火器

を準備する。 

② 消火器は事前に点検し、容器が腐食して

いるもの、安全栓が抜けているもの及び使

用期限を過ぎたものについては交換する。 

③ 消火器は、すぐに使用できる場所に置く。 

 

 

 

 

 

※火気器具とは 

★ こんろ、たこ焼き器等のＬＰガス等を燃料として使用する器具 

★ 携帯発電機、石油ストーブ等のガソリン、灯油等を燃料として使用する器具 

★ まき、炭等を燃料として使用する器具 

★ ホットプレート、電気ストーブ等の電気を熱源とする器具 

１ 火気器具全般の取扱い 

２ 消火器の準備 

1 
 

火気器具等の取扱いについて 

 

① 火気器具の近くには、燃えやすい物を置かない。 

② 火気器具を使用中は、絶対にそばを離れない。 

③ 火気器具は、安定した不燃性の床、台又は板（不燃性のボード、石

こうボード等）の上で使用する。 

④ 火気器具の取扱説明書をよく読み、記載内容に基づき使用する。 

① 火気器具を使用する露店等には、消火器

を準備する。 

② 消火器は事前に点検し、容器が腐食して

いるもの、安全栓が抜けているもの及び使

用期限を過ぎたものについては交換する。 

③ 消火器は、すぐに使用できる場所に置く。 

 

 

 

 

 

※火気器具とは 

★ こんろ、たこ焼き器等のＬＰガス等を燃料として使用する器具 

★ 携帯発電機、石油ストーブ等のガソリン、灯油等を燃料として使用する器具 

★ まき、炭等を燃料として使用する器具 

★ ホットプレート、電気ストーブ等の電気を熱源とする器具 

１ 火気器具全般の取扱い 

２ 消火器の準備 

  １ 火気器具全般の取扱い

①　 火気器具の近く には、燃えやすい物を 置かない。

②　 火気器具を 使用中は、絶対にそばを 離れない。

③　 火気器具は、 安定し た不燃性の床、 台又は板（ 不燃性のボード 、

石こ う ボード 等） の上で使用する 。

④　 火気器具の取扱説明書を よ く 読み、 記載内容に基づき 使用する 。

  ２ 消火器の準備

①　火気器具を使用する露店等には、消火器

を準備する。

②　消火器は事前に点検し、容器が腐食して

いるもの、安全栓が抜けているもの及び使

用期限を過ぎたものは交換する。

③　消火器は、すぐに使用できる場所に置く。

 ※火気器具と は

   ★　 こ んろ 、 たこ 焼き 器等のＬ Ｐ ガス等を 燃料と し て使用する 器具

   ★　 携帯発電機、 石油スト ーブ等のガソ リ ン 、 　 灯油等を 燃料と し

て使用する 器具

   ★　 まき 、 炭等を 燃料と し て使用する 器具

   ★　 ホッ ト プレ ート 、 電気スト ーブ等の電気を 熱源と する 器具

火気器具等の取扱いについて

  １ 火気器具全般の取扱い

①　火気器具の近くには、燃えやすい物を置かない。

②　火気器具を使用中は、絶対にそばを離れない。

③　火気器具は、安定した不燃性の床、台又は板（不燃性のボード、

石こうボード等）の上で使用する。

④　火気器具の取扱説明書をよく読み、記載内容に基づき使用する。

  ２ 消火器の準備

①　 火気器具を 使用する 露店等には、消火

器を 準備する 。

②　 消火器は事前に点検し 、 容器が腐食し て

いる も の、 安全栓が抜けている も の及び使

用期限を 過ぎたも のについては交換する 。

③　 消火器は、 すぐ に使用でき る 場所に置く 。

 ※火気器具と は

   ★　 こ んろ 、 たこ 焼き 器等のＬ Ｐ ガス等を 燃料と し て使用する 器具

   ★　 携帯発電機、 石油スト ーブ等のガソ リ ン 、 　 灯油等を 燃料と し

て使用する 器具

   ★　 まき 、 炭等を 燃料と し て使用する 器具

   ★　 ホッ ト プレ ート 、 電気スト ーブ等の電気を 熱源と する 器具

火気器具等の取扱いについて

  １ 火気器具全般の取扱い

①　 火気器具の近く には、燃えやすい物を 置かない。

②　 火気器具を 使用中は、絶対にそばを 離れない。

③　 火気器具は、 安定し た不燃性の床、 台又は板（ 不燃性のボード 、

石こ う ボード 等） の上で使用する 。

④　 火気器具の取扱説明書を よ く 読み、 記載内容に基づき 使用する。

  ２ 消火器の準備

①　 火気器具を 使用する露店等には、消火

器を 準備する 。

②　 消火器は事前に点検し 、 容器が腐食し て

いる も の、 安全栓が抜けているも の及び使

用期限を 過ぎたも のについては交換する 。

③　 消火器は、 すぐ に使用でき る 場所に置く 。

 火気器具とは

   ★　こんろ、たこ焼き器等のＬＰガス等を燃料として使用する器具

   ★　携帯発電機、石油ストーブ等のガソリン、　灯油等を燃料とし

て使用する器具

   ★　まき、炭等を燃料として使用する器具

   ★　ホットプレート、電気ストーブ等の電気を熱源とする器具

火気器具等の取扱いについて
１　火気器具全般の取扱い

２　消火器の準備

※



2 2

① ＬＰガスボンベ（以下「ＬＰボンベ」という。）は、

直射日光及び火気等の近くを避けて置く。

② ＬＰボンベは、絶対に横向きにしない。

③ ＬＰボンベは、倒れないようにロープ等で

固定物に固定する。

④ ＬＰガス専用の器具及びゴム製ホースを使用する。

⑤ ゴム製ホースは、ガス漏れがないかを点検するとともに、古くなった

もの及びひび割れのあるものは使用しない。

⑥ ゴム製ホースは、適正な長さ（約２ｍ以内）で取り付け、ゴム製ホースと

器具の取付部分は、ホースバンド等で締め付ける。

⑦ １本のＬＰボンベで二つの火気器具を使用する場合は、ホースを

分岐させず、それぞれに開閉の操作ができる２口ヒューズガス栓を

使用する。

⑧ ＬＰガスは、屋外であってもガス漏れに十分注意する。

（ＬＰガスは空気よりも重く、低い場所に滞留するため。）

３ 液化石油ガス（ＬＰガス）

二口ヒューズガス栓

三つ又はガス漏れ

の原因となるの

で、使用しないこ

と。分岐させて使

用する場合には、

それぞれに開閉の

操作ができる器具

を使用すること。
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・ やむを得ず給油が必要になったときは、風通しが良く、可燃性蒸

気が滞留するおそれのない場所で、周囲に火気の使用がないことを

確認して給油する。

・ 給油するときは、こぼさないように注意する。万一、こぼしたとき

は、きれいに拭き取り、乾かしてから使用する。

① 事前に燃料タンクは満タンにしておき、途中で給油しない。

② 携帯発電機の排気ガスが、携行缶、ボンベ、可燃物等に当たらない

ようにする。

③ ＬＰガスやガソリンの蒸気は、空気よりも重いため、滞留しない

風通しの良い平らな場所で使用する。

④ 雨などの水が掛かる場所で使用しない。

⑤ 使用前に燃料漏れがないか確認する。

⑥ 稼働したまま給油又は移動させない。

給油又は移動させる場合は、必ずエンジンを停止させる。

① 暖房器具と可燃物の距離を十分に保つこと。温風の吹出口付近に

は、携行缶、ボンベ等を置かない。

② 給油するときは、必ず暖房器具の火を消してから補給する。
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① ガソリン、灯油等の危険物を貯蔵し、又は取り扱う場合は、消防
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ないよう保管する。

④ 危険物の保管は、必要最小限の量とする。

① 夜間等で無人になるときは、危険物、ＬＰボンベ等は、必ず持ち帰る。

② 可燃物は持ち帰り、露店等を覆う

シートは、防炎品を使用する。

③ 催しで出たゴミ、カセットボンベ等

を捨てる際は、各市町村で定めら

れた廃棄方法に従って処分する。

① アルコール消毒液は火気器具の近くには置かない。

② アルコール消毒液が入っている容器に「火気厳禁」のシールを

貼るなどして、その他の容器と間違えないようにする。

③ 火気器具の近くでは、アルコール消毒液の詰替えや、使用はし

ない。
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初動活動について

京都市内から１１９番を掛けると、中京区にある京都市消防指令センタ

ーにつながります。慌てず、正確に、指令員が尋ねることに答えてくださ

い。

★ 火災の場所

★ 場所の目標

★ 何が、どれくらい燃えているか

★ 逃げ遅れている人やけがをしている人がいるか

★ 初期消火は行われているか

★ あなたの氏名及び連絡先

★ 救急事故の発生場所

★ 場所の目標

★ 負傷者の人数

★ けがや傷病の程度

★ 応急手当は行われているか

★ あなたの氏名及び連絡先

１１９番通報の要領

火災の場合

救急の場合
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★ 催し会場の出入口を事前に把握しておく。

★ 大きな声で誘導する。

★ 燃えている場所と反対方向に誘導する。

★ 一旦避難してから、戻らない。

◆ 燃えている物の近く（２～３ｍ）まで持って行く。

◆ 屋外では風上から消火する。

◆ 安全栓を引き抜く。

◆ ホースを外し火元（燃えている物）に向ける。

◆ レバーを強く握る。

◆ 炎の下の部分を手前から掃くように、ノズル（ホースの先端部分）を

左右に振りながら放射する。

避難誘導の要領

消火器の取扱要領

① 安全な場所まで運ぶ ② 安全栓（黄色のピン）を引き抜く

③ ホースを外し、ノズルを火の根本に向ける ④ レバーを強く握って薬剤を放出する
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露店に関する火災事例

多数の観客がいる河川敷に出店していた露

炎天下に長時間置かれていたガソリンの携行缶

開栓したときに、ガソリンが飛散し、こんろの火

した。死者３名・負傷者５６名の火災事故となった。

仮設飲食店舗（２００㎡）の西側外壁用ベニヤ

内のビニールシート１０枚、プラスチック製たらい

公園内に設置の仮設飲食店舗のブルーシー

放火した。

公園内露店に設置の携帯発電機から出火。

基焼失、延長コードの一部焼損。

携帯発電機を稼働させたまま、手動ポンプで

際、発電機本体のオルタネーターの火花がガソ

火した。

福知山市花火大会火災 平成２５年８月１５日

露店等が夜間に放火された事例

携帯発電機を稼働したまま給油し、出火した事
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印

● 指定催しとは

祭礼、縁日、花火大会その他の多数の者が集合する屋外の大規模な催し（※）で、消防

長が、火災が発生した場合に人の生命又は財産に特に重大な危害を与えるおそれがあ

ると認める催しをいいます。

※①露店数が、おおむね１００以上の規模

②喫煙、たき火等の火の使用が制限されている区域を有する文化財社寺等の敷地内

において、露店数がおおむね５０以上の規模

● テキスト等の携帯

１ 指定催しの露店等開設に係る防火講習を受講されたときのみ押印します。

２ 指定催しの防火担当者及び火気器具等を使用する露店等の開設者は、本テキスト

を携帯し、火気取扱いの注意事項を遵守してください。

３ 指定催しの防火担当者及び指定催しにおいて対象火気器具等を使用する露店等の

開設者は、本講習を１年以内に受講している必要があります。

北 消 防 署 491-4148 東 山 消 防 署 541-0191 右 京 消 防 署 871-0119

上 京 消 防 署 431-1371 山 科 消 防 署 592-9755 西 京 消 防 署 392-6071

左 京 消 防 署 723-0119 下 京 消 防 署 361-4411 伏 見 消 防 署 641-5355

中 京 消 防 署 841-6333 南 消 防 署 681-0711 醍醐消防分署 571-0474

お問 合 せは、最 寄 りの消 防 署 （分 署 ）まで御 連 絡 ください。

発 行：京都市消防局予防部予防課
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指定催しに係る防火講習受講証

氏名

有効期間：１年間

１ 指定催しに係る防火対象物講習を受講されたときのみ押印します。

２ 指定催しの防火担当者及び火気器具等を使用する露店等の開設者は

本テキストと防火講習受講証を携帯してください。

３ 指定催しの防火担当者及び火気器具等を使用する露店等の開設者は、

本講習を１年以内に受講している必要があります。
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消防局での行事等を公開しています！
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